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第 44 号

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総
会

に
お
い
て
、
同
窓
会
規
約
第
7
条
2
項
に

よ
り
役
員
会
で
の
推
薦
及
び
出
席
会
員

皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
第
3
代
の
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
山
崎
好
美
（
3

回
生
）
と
申
し
ま
す
。
前
会
長
同
様
宜
し

く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
報
は
昭
和
59
年
11
月
に
第
1
号
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
こ
う
し

て
皆
様
に
お
届
け
出
来
る
事
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

当
会
は
今
年
3
月
の
卒
業
生
を
迎
え

て
会
員
数
が
2
万
人
を
超
え
、
ま
す
ま
す

会
と
し
て
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
会
報
の
持
つ
意
義
は
本
会
目
的

に
あ
る
よ
う
に
、
会
員
相
互
を
結
ぶ
大
切

な
手
段
で
あ
り
、
年
1
回
の
発
行
で
は
あ

り
ま
す
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
重
要

な
情
報
源
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
き
め
細
か
い
情
報
発
信
に
努

め
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
母
校
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と

今
年
の
入
学
者
は
3
年
ぶ
り
に
定
員
数

以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
志
願
者

数
も
前
年
比
で
124
％
と
大
き
く
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
女
子
学
生
の
入
学
者
が
増
え

て
女
子
の
占
め
る
割
合
が
2
割
を
超
え
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
も
大
分
様
変
わ
り

し
て
き
て
い
ま
す
。

先
日
の
新
聞
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
全

国
の
私
大
の
4
割
が
2
0
0
6
年
以
降

定
員
割
れ
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の

大
衆
化
か
ら
淘
汰
の
時
代
を
迎
え
て
い
る

状
況
下
で
の
母
校
の
数
字
は
特
筆
す
べ
き

も
の
で
し
ょ
う
。
2
0
1
8
年
問
題
が

迫
る
中
、
一
段
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
4
月
か
ら
の
新
学
科
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
も
そ
の
一
環
で
す
。
ま
た
、

今
年
の
卒
業
生
に
対
す
る
求
人
社
数
は

7
千
社
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
は
学
生
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
20
社
以
上
に
な

り
ま
す
。

本
学
が
有
為
な
人
材
を
輩
出
す
る
為

に
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
関
係

者
各
位
と
連
携
を
密
に
し
て
母
校
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
月
に
は
学
長
の
交
代
が
あ
り
、
柴
田

悟
一
学
長
が
退
任
さ
れ
小
林
雅
人
教
授
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
学
長
の
も
と
来
年

度
に
行
わ
れ
る
創
立
50
周
年
記
念
事
業

に
向
け
て
、
準
備
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
学
卒
業
後
、
全
国
各
地
並
び
に
海

外
で
建
学
の
精
神
「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ

る
ゝ
人
と
な
れ
」
を
胸
に
秘
め
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
是
非
変
わ
り
つ

つ
あ
る
母
校
商
大
を
そ
の
目
で
確
か
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
当
会

に
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
会
長　
山
　
崎
　
好
　
美
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学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

学
長
　
小
　
林
　
雅
　
人
　

7
月
11
日
に
7
代
目
の
学
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
毎
年
多
く
の
ご
支
援

と
ご
援
助
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
商
大
に
赴
任
し
て
か
ら
早

い
も
の
で
、
も
う
28
年
の
歳
月
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
専

門
は
水
産
海
洋
学
や
海
洋
環
境
学

と
い
っ
た
分
野
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
、
生
物
学
、
生
態
学
、
環
境

科
学
、
統
計
学
、
基
礎
演
習
、
演

習
（
ゼ
ミ
）、
外
書
講
読
と
い
う

科
目
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
私

の
講
義
を
受
講
さ
れ
た
卒
業
生
も

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
異
分
野
出
身
者

で
す
が
、
ど
ん
な
分
野
で
あ
っ
て

も
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
く
時
代
で

す
の
で
、
将
来
の
仕
事
に
結
び
つ

く
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、
学
生
た

ち
を
教
育
し
て
き
ま
し
た
。

す
で
に
同
窓
生
の
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
商

大
で
は
今
年
度
か
ら
貿
易
・
観
光

学
科
を
改
組
し
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
全
学
科
で
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
一
新
し
、
商
学
の
専
門
知
識

と
技
能
を
教
授
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
強
化
し
ま
し
た
。

商
大
で
は
こ
れ
ま
で
実
践
的
な

教
育
を
行
っ
て
い
る
と
謳
っ
て
き

ま
し
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
新

を
機
に
、
実
質
的
な
知
識
と
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
、

も
っ
と
社
会
に
直
結
し
た
教
育
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
商
学

部
が
担
う
べ
き
起
業
家
の
育
成
、

税
理
士
や
公
認
会
計
士
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
は
、
学
生
た
ち
の
満
足
度
を

高
め
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
。「
商
大
に
入
学
し
て
良

か
っ
た
、
学
ん
で
良
か
っ
た
、
卒

業
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
く

れ
る
学
生
を
一
人
で
も
多
く
輩
出

し
た
い
の
で
す
。
た
だ
、
ひ
と
言

で
満
足
度
と
言
っ
て
も
、
現
代
の

学
生
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
学
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
講
義
内
容
に
期
待
す
る
学

生
、
課
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
期

待
す
る
学
生
、
海
外
留
学
や
国
際

交
流
に
期
待
す
る
学
生
、
日
々
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
期
待
す
る

学
生
な
ど
、
学
生
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
学

生
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
は
並

大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
学
の
教
職
員
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
部
署
で
最
善
を
尽
く
す

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
学

生
た
ち
に
満
足
感
を
与
え
ら
れ
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
学
中
に
満
足
感
を
得

た
学
生
は
、
本
学
を
卒
業
し
た
後

で
も
満
足
感
を
持
ち
続
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。
入
学
し
て
く
る
学
生

諸
君
が
秘
め
て
い
る
能
力
に
は
無

限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
本
学

で
学
ぶ
こ
と
で
隠
れ
た
能
力
を
開

花
さ
せ
、
社
会
で
安
心
し
て
物
事

を
任
せ
ら
れ
る
人
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
に
教
育
す
る
こ
と
が
、

在
学
生
ば
か
り
で
な
く
本
学
の
卒

我
が
商
大
は
1
9
6
6
年
短

期
大
学
を
開
学
し
、
1
9
6
8

年
商
学
部
・
商
学
科
の
単
科
大
学

に
1
9
7
4
年
に
商
学
部
三
学

科
（
商
学
科
、
貿
易
・
観
光
学

科
、
経
営
情
報
学
科
）
と
な
り
、

「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る
ゝ
人
と

な
れ
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を
掲

げ
、
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

以
来
40
有
余
年
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
情
勢
に
対
応
す
る
為
、
本
年

（
2
0
1
5
年
度
）
貿
易
・
観
光

学
科
を
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
下
記
の
写
真
は
、
平
成
26

年
11
月
26
日
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
㈱
と
「
観
光
振
興
に
お
け
る

相
互
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、
柴
田
悟
一
学
長
（
平
成

27
年
当
時
）
と
、
首
都
圏
営
業
本

部
長　

木
島
雅
人
氏
と
の
間
で
、

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
調
印
が

交
わ
さ
れ
た
。

−

未
来
へ

−

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
定
員
70
名
）
新
設

業
生
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

は
な
は
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
学
生
た
ち
と
向
き

合
っ
て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と

も
、
同
窓
生
諸
氏
に
は
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近畿日本ツーリスト㈱との観光分野における人材育成で連携
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平成25年度貸借対照表
平成26年9月30日　現在

単位：円
資　産　の　部 負債及び正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
1 ．現　　金 193,068 　正味財産 76,254 ,140
2 ．普通預金 8,546 ,151
3 ．定期預金 67,485 ,599
4 ．立替金 29,322

合　計 76,254 ,140 合　計 76,254 ,140

平成25年度収支計算書
自　平成25年10月1日
至　平成26年9月30日

収入の部� 単位：円
科　　目 決算額

Ⅰ　会費収入 11,280 ,000
Ⅱ　事業収入 552,000
Ⅲ　資産運用収入 28,445
Ⅳ　雑収入 21,512
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 11,881 ,957
前期繰越収支差額 67,220 ,792
収入合計（B） 79,102 ,749

支出の部 単位：円
科　目 決算額

Ⅰ　事業費 3,011 ,300
Ⅱ　準会員支援金 4,984 ,838
Ⅲ　組織強化費 3,098 ,786
Ⅳ　管理費 3,253 ,685
当期支出合計（C） 14,348 ,609
当期収支差額（A）−（C） -2,466 ,652
次期繰越収支差額（B）−（C） 64,754 ,140

平成26年度　事業計画
（自　平成26年10月1日　至　平成27年9月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．同窓会報、ホームページ等による情報発信
3 ．本部・支部及び各支部間の連携強化（会員増強のための情報提供）
4 ．支部設立の推進
5 ．会員名簿の整理及び管理
6 ．本部総会・各支部総会の会員出席率の向上
7 ．在学生への援助（奨学金・課外活動）
8 ．経費の節減

平成26年度収支予算書
自　平成26年10月1日
至　平成27年9月30日

収入の部� 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　会費収入 12,000 ,000
Ⅱ　事業収入 800,000
Ⅲ　資産運用収入 25,000
Ⅳ　雑収入 0
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 12,825 ,000
前期繰越収支差額 64,754 ,140
収入合計（B） 77,579 ,140

支出の部 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　事業費 3,020 ,000
Ⅱ　準会員支援金 4,500 ,000
Ⅲ　組織強化費 3,320 ,000
Ⅳ　管理費 3,580 ,000
当期支出合計（C） 14,420 ,000
当期収支差額（A）−（C） -1,595 ,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 63,159 ,140

平成25年度　事業報告
（自　平成25年10月1日　至　平成26年9月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．機関紙の発行（年1回）
3 ．支部設立の推進（特に都道府県単位支部）
4 ．本部・支部及び各支部間の連携強化
5 ．名簿管理の充実
6 ．収支改善の検討
7 ．本部総会、各支部総会の会員出席率向上
8 ．事業実績

　平成25年
	 10月 3 日　第51回全国空手道選手権大会出場支援
	 10月22日　大学祭（飯山祭）へ支援
	 11月12日　France Open Football Five-a-side出場支援
	 11月23日　平成24年度定期総会（第38回）開催
	 11月28日　第8回全日本学生剣道オープン大会出場支援
　平成26年
	 3 月22日　�平成25年度学位記授与式・記念品贈呈・卒業記念パーティー支援
	 4 月 1 日　平成26年度入学記念品贈呈
		  　　 同窓会奨学金贈呈（3名）
	 5 月21日　大学との定期懇談会開催（春季）
	 6 月 9 日　留学生懇親会支援
	 8 月 5 日　�在学生支援（ベンチの寄贈・France Open Football Five-a-side出場支援・

タイ　エフチャンネルカップ　ソサイチ（7人制サッカー）国際大会出場支援）
	 8 月 8 日　�平成26年度有資格者特待生支援
	 9 月20日　�同窓会会報第43号発行（開学50周年記念事業募金

案内同封）平成26年度秋季学位記授与式・記念品贈呈 ＜同窓会規約第18条が一部改正されました＞
本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入を充てる。
但し、準会員は入学時に、同窓会費として4万円を納入
しなければならない。なお、同窓会費は4年間にわたっ
て分割納入を認める。また、賛助会員は、入会手続き
時に賛助会費として1万円を納入しなければならない。
1 ．一度納入した同窓会費は原則として返還しない。
2 ．�但し、入学手続き完了後、入学を辞退し、返還の申

請があった場合は、納入した金額の返還に応じる。
（1）（2）削除
3 ．本条項は、平成28年4月入学生より適用する。
4 ．会計規約については別途定める。

尚、ご不明な点は同窓会事務局までお問い合わせ下さい。
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新
潟
支
部
　
支
部
長

田
村
　
昭
雄
（
第
3
期
卒
）

新
潟
支
部
会
員
の
皆
様
、
い
つ

も
お
世
話
様
で
す
。
平
成
26
年
度

支
部
総
会
は
8
月
30
日（
昨
年
）、

新
潟
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に

て
、
来
賓
と
し
て
同
窓
会
本
部
高

岡
副
会
長
、
大
学
か
ら
は
柴
田
学

長
（
当
時
）
よ
り
ご
出
席
頂
き
開

催
致
し
ま
し
た
。

新
潟
支
部
総
会
は
2
0
0
1
年
の

設
立
よ
り
14
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
恒
例
と
な
り
ま
し

た
支
部
間
交
流
と
し
て
、
群
馬
支

部
よ
り
松
山
副
支
部
長
も
ご
出
席

頂
き
ま
し
た
。
決
算
・
予
算
等
審

議
、
承
認
後
の
本
部
及
び
大
学
と

の
情
報
交
換
等
々
質
疑
応
答
も
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
学
50
周

年（
平
成
28
年
）の
こ
と
、
ま
た
、

以
前
の
支
部
総
会
で
出
さ
れ
た
入

試
・
募
集
の
あ
り
方
、
新
潟
で
の

広
報
等
の
提
言
に
つ
い
て
大
学
と

の
懇
談
会
で
取
り
上
げ
て
頂
き
、

参
考
意
見
と
し
て
検
討
頂
い
て
い

る
旨
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
新
潟
支
部
総
会
に
つ
い

て
、
出
席
率
向
上
に
向
け
機
会
あ

支
部
だ
よ
り

る
ご
と
に
お
呼
び
掛
け
等
致
し
て

お
り
ま
す
が
低
迷
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
お
一
人
で
も
多
く
の
方

に
出
席
頂
き
た
く
、
皆
様
も
何
か

妙
案
ま
た
は
、
ご
要
望
・
ご
意
見

な
ど
何
で
も
結
構
で
す
、
お
聞
か

せ
下
さ
い
。
ま
ず
は
出
席
と
合
わ

せ
て
お
願
い
申
し
仕
上
げ
ま
す
。

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
支
部
　
支
部
長

滝
口
　
　
猛
（
第
10
期
卒
）

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
支
部

の
第
7
回
支
部
総
会
を
2
0
1
4
年

9
月
14
日
に
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

に
お
い
て
支
部
会
員
26
名
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
支
部
の
母
体
は
平
澤
ゼ
ミ
OB

で
あ
り
、
当
日
は
「
平
澤
ゼ
ミ
40

周
年
記
念
祝
賀
会
」
と
併
せ
て
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
平
澤
名
誉
教
授
夫
妻

を
お
招
き
し
、
OB‌

51
名
と
家
族
3

名
の
合
計
56
名
の
盛
況
な
宴
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
に
歴
代
の
ゼ
ミ

卒
業
ア
ル
バ
ム
も
展
示
し
、
学
生

の
頃
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り

し
て
、
皆
学
生
に
戻
っ
た
様
な
雰

囲
気
の
中
、
翌
日
が
当
支
部
顧
問

の
平
澤
先
生
の
77
歳
の
誕
生
日
で

も
あ
り
、
誕
生
ケ
ー
キ
や
花
束
贈

呈
で
お
祝
い
し
、
平
澤
先
生
に
も

喜
ん
で
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
沢

山
の
談
笑
の
後
、
次
の
50
周
年
に

会
う
約
束
を
し
て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

福
島
支
部
　
支
部
長

　
斎
藤
　
晋
一
（
第
16
期
卒
）

「
福
島
支
部
近
況
報
告
」

福
島
で
良
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え

ば
日
本
酒
が
金
賞
数
で
3
年
連
続

日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
や
、「
日

本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会

社
」
大
賞
に
3
社
が
選
ば
れ
る
と

い
っ
た
こ
と
で
逆
境
に
強
い
底
力

を
感
じ
ま
す
。
が
、
反
面
で
は
除

染
業
者
に
よ
る
治
安
の
悪
化
や
東

電
賠
償
を
受
け
た
避
難
民
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
影
の
部
分

を
払
拭
す
べ
く
地
元
企
業
が
、
野

球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
プ
ロ
リ
ー
グ

の
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
後
押
し

を
し
て
熱
心
に
応
援
で
き
る
よ
う

な
環
境
作
り
を
始
め
た
り「
福
歌
」

と
い
っ
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
若
者
の
地
元
定
着
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

私
の
勤
務
先
の
会
長
が
福
島
商

工
会
議
所
の
会
頭
で
、
近
県
へ
訪

問
し
て
地
域
活
性
策
を
見
学
し
て

お
り
ま
す
。
長
野
市
で
の
J3
リ
ー

グ
の
盛
り
上
が
り
や
、
新
潟
市
で

の
世
界
で
通
用
す
る
農
業
教
育
や

仙
台
市
で
の
コ
メ
工
場
な
ど
似
た

土
地
柄
か
ら
も
参
考
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
は
復
興
に
向
け
た
策
を

多
方
面
か
ら
吸
収
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
支
部
　
副
支
部
長

永
田
　
寛
治
（
第
24
期
卒
）

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
た

ち
〝
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
〟

は
、
宮
原
ゼ
ミ
OB
会
か
ら
同
窓
会

支
部
へ
転
身
し
て
活
動
を
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
。
今
秋
で
5
年
を

迎
え
、
そ
の
間
に
宮
原
ゼ
ミ
出
身

で
は
な
い
方
の
加
入
も
あ
り
、
さ

ら
に
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
に
1
回
、
秋
に
定
期
総
会
を

開
催
し
、
同
時
に
〝
研
究
発
表
〟

と
称
し
て
各
分
野
で
培
っ
た
経
験

や
知
識
、
情
報
を
交
換
す
る
場
と

し
て
や
意
見
交
換
の
時
間
も
設
け

て
い
ま
す
。

頭
を
使
っ
た
あ
と
は
、
宮
原
先
生

を
囲
ん
で
の
懇
親
会
。
近
況
を
報

告
し
た
り
、
学
生
時
代
の
思
い
出

を
語
っ
た
り
、
幅
広
い
年
代
の
卒

業
生
が
ひ
と
つ
の
場
に
集
う
「
貴

重
な
機
会
」
と
捉
え
、
会
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
原
ゼ
ミ
で
は
「
ゼ
ミ
新
聞
」

を
発
行
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
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た
。
そ
の
伝
統
は
現
在
も
「
研
究

会
報
」
と
し
て
続
い
て
お
り
、
定

期
総
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
全

国
の
ゼ
ミ
OB
に
お
届
け
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
も
5
月
に
発
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
報
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
を

通
じ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
報

を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
研
究
会
」
の
名
称
に
堅
苦
し

さ
を
感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
か
お
気
軽
に
お
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
西
支
部
　
支
部
長

林
　
　
永
年
（
第
10
期
卒
）

【
支
部
総
会
開
催
】

平
成
26
年
12
月
6
日
午
後
6
時

千
日
前
「
鳥
よ
し
本
店
」

参
加
者　

本
部
よ
り
2
名

支
部
会
員
6
名　

合
計
8
名

午
後
6
時
よ
り
支
部
総
会
の
開

催
宣
言
が
あ
り
、
当
期
間
内
の
支

部
活
動
報
告
と
、
木
村
会
計
担
当

者
よ
り
決
算
報
告
、
次
期
予
算
案

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
意
見
を
求

め
た
後
、
賛
否
を
問
い
全
員
の
賛

成
を
も
っ
て
全
て
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
本
部
か
ら
の
出
席
者
西

海
様
、
斉
藤
様
、
支
部
長
会
議
に

出
席
し
た
者
か
ら
同
窓
会
本
部
の

活
動
、
大
学
の
現
状
な
ど
次
の
よ

う
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。
平
成
28

年
に
「
開
学
50
周
年
」
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
様
々
な
行
事
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
、
学
内

設
備
充
実
の
た
め
寄
付
金
を
募
集

し
て
い
る
こ
と
、
平
成
27
年
4
月

か
ら
は
貿
易
観
光
学
科
を
廃
止

し
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を

新
設
し
募
集
す
る
こ
と
等
々
。

ま
た
当
日
は
転
勤
で
横
浜
に

帰
っ
て
い
る
春
名
会
員
が
遠
方
よ

り
出
席
し
て
く
れ
た
。感
謝
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
卒
業
生
で

関
西
圏
に
就
職
す
る
人
は
皆
無

で
、
支
部
会
員
数
は
60
人
前
後
を

維
持
し
て
い
る
も
の
の
増
加
は
期

待
で
き
な
い
。聞
く
と
こ
ろ
で
は
、

「
地
方
か
ら
の
入
学
者
が
少
な
い

た
め
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

当
支
部
で
は
「
夏
の
総
会
」
を

8
月
又
は
9
月
の
平
日
の
夕
刻
に

大
阪
市
内
で
開
催
し
て
い
る
。
現

在
の
参
加
者
は
5
名
程
の
固
定
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。
主
な
活
動
は
、

本
部
総
会
へ
の
参
加
者
決
定
、
支

部
総
会
の
打
合
、
前
年
支
部
総
会

後
の
重
要
事
項
の
報
告
を
行
っ
て

お
り
、
多
数
の
支
部
会
員
の
参
加

を
期
待
し
て
い
る
。

教
員
支
部
　
支
部
長

　
和
内
　
広
行
（
第
18
期
卒
）

教
員
支
部
は
8
月
7
日
（
金
）

に
川
崎
市
立
商
業
高
等
学
校
に
お

い
て
大
学
で
教
職
課
程
を
学
ん
で

い
る
学
生
に
対
し
て
「
夏
季
教
職

研
修
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
川
崎
市
立
商
業
高
校
の

生
徒
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

実
際
の
教
育
現
場
で
、
よ
り
臨
場

感
を
出
し
て
の
模
擬
授
業
、
教
員

支
部
の
先
生
方
に
よ
る
講
話
や
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
操
作
指
導
、ま
た
、

学
生
に
よ
る
TT
（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
）
で
の
模
擬
授
業
な
ど
を

お
こ
な
い
、
教
員
支
部
側
で
授
業

全
般
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
に
は
最
後
に
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
研
修
の
ま
と
め
を
作
成
、

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
10
数
名
の
学
生
は

皆
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

12
月
に
は
湯
河
原
学
術
研
修
所

に
お
い
て
1
泊
2
日
で
「
冬
季
教

育
実
践
演
習
」
を
お
こ
な
う
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
国
支
部
　
支
部
長

　
宇
都
宮
吉
彦
（
第
11
期
卒
）

平
成
27
年
6
月
20
日
愛
媛
県
松

山
市
に
て
宮
原
名
誉
教
授
ご
夫

妻
、
伊
藤
商
学
部
長
、
斉
藤
幹
事

長
を
お
迎
え
し
、
第
10
回
四
国
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
懇
親
会
で
は
、
愛
媛
ご
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当
地
郷
土
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
、
今
治
タ
オ
ル
美
術
館
を
観
光

し
、
楽
し
く
2
日
間
を
過
ご
し
、

再
会
を
お
約
束
し
ま
し
た
。

支
部
総
会
へ
の
参
加
を
お
呼
び

か
け
し
て
も
な
か
な
か
参
加
者
が

増
え
な
い
状
況
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
細
く
長
く
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

飯
山
会
支
部
　
支
部
長

榎
田
　
悠
一
（
第
1
期
卒
）

第
7
回
飯
山
会
総
会
・
懇
親
会

を
平
成
27
年
6
月
27
日
（
土
）
16

時
よ
り
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中

島
屋
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
よ
り
静
岡
支
部

と
合
同
で
懇
親
会
を
行
お
う
と
の

声
が
持
ち
上
が
り
静
岡
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
総
会
は
各
支
部
で
、
第

二
部
講
演
会
で
は
、柴
田
学
長（
七

月
退
任
）
の
、
こ
れ
か
ら
の
商
大

に
つ
い
て
明
る
い
未
来
に
向
か
っ

て
、
教
職
員
一
丸
と
な
り
頑
張
っ

て
い
ま
す
と
力
強
い
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
第
三
部
懇
親
会
で
は
、

静
岡
支
部
の
皆
さ
ま
と
、
大
い
に

語
り
合
う
こ
と
が
出
来
、
有
意
義

な
会
で
し
た
。
そ
の
後
、
飯
山
会

支
部
は
熱
海
へ
一
泊
。夜
ど
う
し
、

色
々
な
話
を
し
て
、
一
層
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
め
て
の
企
画
で
し

た
が
、諸
々
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、

第
8
回
に
向
け
て
進
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
静
岡
支
部
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

度
は
、横
浜
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

静
岡
支
部
　
支
部
長

山
𥔎
　
　
成
（
第
4
期
卒
）

第
18
回
総
会
に
際
し
静
岡
支
部

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
同
窓

会
支
部
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
支
部
総
会
は
6
月
27

日
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

に
て
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
来
賓
と
し
て
柴

田
学
長
を
ご
招
待
し
、
本
部
か
ら

山
崎
会
長
が
出
席
、
ま
た
懇
親
会

は
飯
山
会
支
部
（
9
名
）
と
の
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
講
演
会
で
は
柴
田
学

長
よ
り
「
今
後
の
横
浜
商
科
大
学

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
お

話
を
拝
聴
し
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
、
英
語
教
育
、
留
学
生
等

の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、

柴
田
学
長
は
こ
の
7
月
で
大
学
を

ご
退
職
さ
れ
る
と
の
事
で
し
た
。

静
岡
支
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
4

年
間
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
を
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
懇
親
会
に
お
い
て

は
、
飯
山
会
支
部
と
高
見
ご
夫
妻

（
12
期
卒
と
13
期
卒
）
が
初
参
加

さ
れ
た
の
で
、総
勢
20
名
と
な
り
、

大
変
に
盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
。

来
年
も
大
学
の
先
生
を
ご
招
待

し
て
講
演
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
窓
会
に
興
味
を
持
つ
会
員
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
一
人

で
も
多
く
の
ご
協
力
を
得
て
、
今

後
も
有
意
義
な
同
窓
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

群
馬
支
部
　
支
部
長

鈴
木
　
清
照
（
第
8
期
卒
）

「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
じ
て

横
浜
商
科
大
学
同
窓
会
群
馬
支

部
は
去
る
7
月
に
第
11
回
支
部
総

会
を
開
催
し
、
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

支
部
を
設
立
し
た
当
初
は
、
い

く
つ
か
支
部
の
目
的
や
目
標
、
年

間
テ
ー
マ
等
を
考
え
支
部
の
運
営

に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立

に
あ
た
っ
て
は
先
に
設
立
し
て
い

た
新
潟
支
部
設
立
の
資
料
や
、
規

約
等
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
活
動

内
容
の
1
つ
は
「
支
部
会
報
〝
上

州
か
ら
っ
風
〟
の
発
行
」（
現
在
休

刊
）。
も
う
1
つ
は
「
新
潟
支
部
と

の
支
部
間
交
流
」
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
を
重
ね
て
き
ま
す

と
活
動
と
い
え
ば
「
支
部
会
報
」

が
都
合
に
よ
り
休
刊
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
支
部
総
会
も
出
席
者

の
増
加
は
難
し
く
低
迷
が
続
い
て

い
ま
す
が
、「
新
潟
支
部
と
の
交

流
」は
継
続
し
て
い
る
状
況
で
す
。

が
、「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
じ

て
群
馬
支
部
会
員
二
百
数
十
名
の

為
に
も
役
員
共
々
努
力
を
注
い
で

い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

不
動
産
支
部
　
幹
事

竹
田
　
嘉
夫
（
第
11
期
卒
）

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
17
大
学

の
不
動
産
関
係
OB
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
大
学
不
動
産
連
盟
」
の
第

12
回
総
会
が
明
治
大
学
駿
河
台
校

舎
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
に
お
い
て

平
成
27
年
7
月
8
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
担
当
は
明

治
大
学
駿
台
会
。

本
総
会
に
お
い
て
理
事
会
報
告

・
収
支
報
告
・
理
事
校
で
あ
る
当

会
「
横
浜
商
大
不
動
産
会
」
か
ら

「
上
智
不
動
産
ソ
フ
ィ
ア
会
」
へ

理
事
長
校
交
代
式
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

記
念
講
演
は
明
治
大
学
「
向
殿

名
誉
教
授
」
に
よ
る
「
安
全
学
か

ら
見
た
企
業
成
長
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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左
の
写
真
は
懇
親
会
の
席
に

て
、
原
常
務
理
事
と
共
に
写
し
た

横
浜
商
大
不
動
産
会
の
メ
ン
バ
ー

の
集
合
写
真
で
す
。

　

慎
ん
で
お
く
や
み

　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

か
ね
て
病
気
療
養
中
で
し
た　

同
窓
会
初
代
会
長
・
金
子
剛
士
氏

が
、
平
成
27
年
2
月
23
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
発
足
時
か
ら
永
年
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。�

合
掌

〜清しい笑顔に大きな力が感じられる〜

卒業記念パーティー会場

平成26年度　第45回学位記授与式
平成27年3月21日（土）つるみキャンパスにおいて平成26年度学位記授与式が厳かに行われました。
242名が晴ればれしく商大を巣立ち、社会人としての第一歩を踏み出していきました。

商大野球部 佐々木正雄監督が球児指導で
秋田県大仙市より表彰されました。

　
佐
々
木
監
督
表
彰
さ
れ
る
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新
会
員
紹
介

貿
易
・
観
光
学
科
卒

　
宍
戸
ゼ
ミ

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
神
奈
川

石
井
は
る
な

大
学
を
卒
業
し
て
早
半
年
、
旅

行
会
社
で
毎
日
元
気
に
働
い
て
お

り
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
て
、
学

生
時
代
に
得
た
こ
と
が
役
立
つ
場

面
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
横
浜
商
科
大
学
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
み
る

と
、
大
学
4
年
間
と
い
う
人
生
で

一
番
自
由
が
利
く
時
間
を
使
っ

て
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
初
め

て
学
ぶ
観
光
学
の
授
業
を
は
じ

め
、
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
資
格

の
取
得
、ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、

留
学
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
遊
び
等
︙

よ
く
ば
り
も
良
い
と
こ
ろ
と
い
う

く
ら
い
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

好
き
な
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
挑
戦
す
る
き
っ
か
け

を
掴
む
ま
で
は
、
価
値
観
の
違
い

か
ら
反
対
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
物
事
を
達
成

し
て
い
く
中
で
、
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
思
う
よ
う
に
で
き

な
い
こ
と
で
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
辛

く
て
諦
め
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
れ
も
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
挑

戦
す
る
と
決
め
た
道
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
諦
め
ず
最
後
ま
で
ゴ
ー

ル
を
見
失
わ
ず
に
挑
戦
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
学
生
生
活
の
中
、
私
に

は
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
大
学
の
友
達
、
先
輩
、

先
生
、事
務
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

留
学
先
で
出
会
っ
た
人
、
先
生
の

紹
介
で
出
会
っ
た
社
会
人
の
方
々
、

そ
し
て
家
族
︙
。
人
と
の
出
会
い

が
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
さ
ら
に
私

が
行
動
す
る
に
あ
た
り
背
中
を
押

し
、
支
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

素
直
じ
ゃ
な
い
の
で
、
直
接
言
葉

に
し
て
﹃
あ
り
が
と
う
﹄
と
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ご
く
わ
ず

か
の
方
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

横
浜
商
科
大
学
に
は
、
様
々
な

夢
を
持
つ
学
生
が
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
も
半
年
前
ま
で
は
、

そ
の
一
人
で
し
た
。
彼
ら
が
夢
を

持
ち
、
挑
戦
し
続
け
、
そ
の
夢
を

叶
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
あ
る
の
が
横
浜
商
科
大
学
で

す
。
そ
れ
は
決
し
て
金
銭
面
だ
け

を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

生
方
や
職
員
の
方
々
と
学
生
と
の

距
離
が
近
い
か
ら
こ
そ
で
き
る

﹃
心
﹄
の
支
え
で
す
。
私
は
横
浜

商
科
大
学
が
い
つ
ま
で
も
暖
か
く

学
生
を
迎
え
、
支
え
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
学
校
で
あ
り
続
け
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
卒

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
浮
田
ゼ
ミ

梶
谷
　
　
光

大
学
生
活
を
通
じ
、
数
多
く
の

事
を
学
び
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
一
番
実
感
し
て
い
る
事
は
、「
自

分
に
素
直
で
あ
る
事
が
成
功
へ
の

近
道
に
な
る
」
と
い
う
事
で
す
。

私
に
と
っ
て
大
学
で
出
会
っ
た

先
生
方
、
事
務
所
の
方
々
は
「
人

生
の
先
輩
」
と
し
て
素
晴
ら
し
い

方
々
ば
か
り
で
し
た
。

「
あ
の
人
と
話
を
し
て
み
た
い
！

色
々
と
聞
い
て
み
た
い
！
」
と
い

う
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
、
好
奇

心
こ
そ
が
4
年
間
特
待
生
と
し
て

有
意
義
な
活
動
が
で
き
た
き
っ
か

け
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

横
浜
商
科
大
学
に
は
様
々
な
分

野
で
素
晴
ら
し
い
専
門
家
が
数
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
は
所

属
し
て
い
た
浮
田
善
文
先
生
の
ゼ

ミ
で
統
計
学
を
学
び
、
勉
強
面
だ

け
で
な
く
、
大
学
生
活
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
も
沢
山
相
談
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
先
生
と
生
徒
の
距
離

が
近
く
、「
物
事
を
様
々
な
視
点

で
考
え
る
」
と
い
う
事
を
い
つ
も

近
く
で
見
て
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し

た
。
友
人
が
ゼ
ミ
長
を
務
め
て
い

た
伊
藤
穣
先
生
の
ゼ
ミ
に
も
何
度

か
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
、
大
好
き

な
友
人
・
後
輩
達
と
学
外
で
も
数

多
く
の
良
い
思
い
出
を
作
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

4
年
間
連
続
学
業
成
績
首
席
と

し
て
、
特
待
生
と
い
う
大
変
光
栄

な
賞
を
賜
り
、
卒
業
式
に
は
学
長

賞
を
賜
り
ま
し
た
が
、大
学
時
代
、

自
宅
で
は
一
度
も
勉
強
を
し
た
事

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
4
年
間

を
通
じ
て
、
O
N
と
O
F
F
の

使
い
分
け
に
関
し
て
も
良
い
人
生

勉
強
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
社
会
人
と
し
て
働
く
現
在

で
は
、
休
日
の
大
切
さ
を
身
を
以

て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
人
研
修
も
一
人
早
く
終
わ
り
、

い
き
な
り
現
場
で
の
活
動
に
な
り

ま
し
た
が
、
現
在
SE
と
し
て
大
手

の
お
客
様
の
情
報
を
管
理
し
、
お

客
様
先
と
技
術
者
を
繋
ぐ
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
。
お
客
様
に
は
技

術
者
が
考
え
て
い
る
事
を
き
ち
ん

と
伝
わ
る
よ
う
に
話
を
し
て
、
技

術
者
に
は
お
客
様
の
意
図
を
考
え

た
上
で
伝
え
る
と
い
う
難
し
い
仕

事
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
大
学

生
活
で
学
ん
だ
「
見
て
み
た
い
！

知
り
た
い
！
」
と
い
う
素
直
な
気

持
ち
を
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け

る
よ
う
に
し
て
、
沢
山
の
事
を
吸

収
し
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
に
出
る
と
理
不
尽
な
事
も

沢
山
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
こ
の

数
个
月
で
数
え
き
れ
な
い
程
、
数

多
く
の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、

大
学
生
活
で
培
っ
た
数
多
く
の
経

験
・
思
い
出
が
私
の
原
動
力
と
な

り
、
一
生
懸
命
業
務
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

尊
敬
す
る
大
学
の
先
生
方
や
事

務
所
の
方
々
、
先
輩
方
、
大
好
き

な
友
人
と
後
輩
達
に
出
会
え
た

事
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
経
験

の
全
て
が
私
の
4
年
間
で
得
た
全

て
で
す
。

心
の
煌
め
き
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ま
た
い
つ
か
大
学
に
関
わ
れ

る
機
会
を
夢
見
て
今
後
も
よ
り
一

層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
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︿
編
集
後
記
﹀

　
　戦
後
70
年
の
節
目
の
夏
が
過
ぎ

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
、
か
み
し

め
、
と
り
あ
え
ず
は
豊
か
な
日
本

を
築
き
上
げ
た
先
人
達
に
感
謝
し
、

そ
の
体
験
を
戦
後
世
代
が
未
来
へ

伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
我
同
窓
会
も
40
歳
と

い
う
壮
年
期
に
入
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
力
を
発
揮
す
る
時
が
き
ま
し

た
。心

身
共
に
自
己
管
理
し
、
理
想

を
追
求
し
、幸
せ
を
掴
み
ま
し
ょ
う
。

会
報
44
号
発
行
に
、
ご
協
力
・

ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
こ
の
会
報

は
10
年
間
HP
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
、ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－

紀

－

同窓会事務局
横浜商科大学つるみキャンパス内
　　月・火・木・金　10：00 ～16：30　勤務

TEL・FAX　045－583－9031
〒230-8577　横浜市鶴見区東寺尾4-11-1
E-Mail : dousou@shodai.ac.jp
ホームページ　http://www.shodai-ob.com/

開学50周年記念事業募金に引き続きご協力を‼
平成25年よりスタートした記念事業募金では平成27年9月15日現在、ご協力をいただい
た方々です。ありがとうございます。
母校の発展と充実を支えるために引き続き、同窓生の皆さまのご協力をお願い申し上げます。
募金の際には、同封の振込用紙をご活用下さい。

　寄付ご協力に感謝し、ご芳名を記載させていただきます。
　会員のみ　敬称略・順不同（50周年記念事業終了後、改めて芳名録を記載させて頂きます。）
　　　　お問い合わせは　大学事務局まで

TEL　045 －571 －3901　FAX　045 －571 －4125
http://www.shodai.ac.jp/

開　学　50　周　年　寄　付　者　一　覧
(大学提供／会員のみ）

タカハシ　タツオ 関山　清人 坂上　　豊 植木　茂雄 大島　昭彦 樋口　　智
ナカムラ　ノブオ 岩澤　拓也 榊　　克己 新堀　嘉彦 大嶋　　裕 尾崎　海人

ヒガ　ヒデキ 菊地　英治 山口　英則 深澤　宏住 大波　　進 片野　　博
ワタナベ　タカオ 吉井　直樹 山崎須美子 深澤　将広 滝上　　徹 蜂須賀　弘

宇都宮吉彦 吉村　俊克 山村　達男 神永　義幸 池田　恵一 望月こず枝
吉澤　栄二 吉田　陽一 山内　　実 須田　雄司 竹田　嘉夫 望月　一範
阿部　　昭 宮田　和義 山�　撤也 菅井　彩香 中山　昇平 茂木　孝二
安彦　勇人 桐原　武文 寺田　智洋 是枝　隆二 中西　　勝 目黒　正栄
井上　　晃 桐田　　真 柴田　　肇 成宮　朱美 中尾　義徳 門前　俊則
井樋　秀則 栗原　政光 柴田　敏郎 清水　勇豪 中野　泰宏 山田　茂之
一瀬　廣行 剣持宏太郎 酒井　幹雄 西園　康朗 長谷川　晃 頼　陽太郎
羽鳥眞一郎 互野　完太 秋澤　晴彦 青山　大幸 長谷川　伸 落合　明男
永川　芳仁 工藤　健吾 渋谷　　茂 青山　力三 長田　昌明 藍野　常司
榎原　豊人 荒川　利一 小泉　昌親 青木　政樹 柘植　恵一 林　　準子
榎田　悠一 高橋　千明 小泉　茂治 斉藤　友美 坪井　信春 櫻庭　秀夫
遠藤　隆弘 高瀬　泰雄 小倉　啓一 石井　元一 鶴島富二夫 澤口　芳明
横溝　拡延 黒川　博元 小堀　光雄 相澤　七峰 田村　昭雄 齋藤　延代
荻野　明広 今井　　宏 小俣　嘉寛 村岡　義司 田中　秀治 齋藤　佳男
角田　恵輔 根本　京子 小林　智基 村松　恒則 田中　信江 高山　恒明
笠原　謙司 佐藤　雅史 小林　友紀 村田　　剛 土屋　　淳 細谷　泰久
関　　泰平 佐藤　　充 松岸　正泰 大久保辰巳 藤井　照代 池田　哲哉
関口あけみ 佐藤世利子 松山　宏一 鈴木　大介 入沢美知夫 山崎　好美
関口　文男 大久保　茂 上村　裕伸 大熊　空海 飯島　英幸
関根　潤一 細畑　　卓 上澤　　寛 大塚　佑也 比留川　仁 以上142名
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　日頃より、同窓会活動にご理解、ご尽力を賜り、心より感謝と敬意を表します。
本会は今年40周年を迎え、会員数も20,000人を超え各方面で大活躍されています。
　さて、平成26年度定期総会を標記の通り開催いたします。
ご多用中とは存じますが、是非ご出席いただきますよう、ご案内申し上げます。

◇◇◇ 建学の精神のもと・同志よ、ここに集い語ろう ◇◇◇

日　時：平成27年11月21日（土）	 午後5時より　　　 総会
	 午後5時45分より　講演会（小林雅人学長）
	 午後6時30分より　懇親会
場　所：新横浜国際ホテル（南館）045-473-1311
　　　　JR新横浜駅北口徒歩3分
　　　　市営地下鉄新横浜駅7番出口徒歩1分
議　案：1）平成26年度事業報告・決算報告
　　　　2）平成27年度事業計画案・予算案
　　　　3）その他
会　費：￥8,000（当日会場にてお願いします）ご家族同伴大歓迎
　　　　�尚、ご夫婦で卒業生の場合は各々￥8,000、ご同伴の中学生以上は1人￥2,000

となります。

　今年卒業された新会員および今回に限り、平成17年3月以降の卒業生は

　会費無料で〜す！　　

※懇親会には先生方・職員の方々も多数出席されます。
　お問い合わせ：同窓会事務局　TEL・FAX　 0 4 5 - 5 8 3 - 9 0 3 1

――― 第10回支部長会議は、同日・同ホテルにて午後3時より開催 ―――

祝　第40回
定期総会・懇親会の
ご　案　内


